
                   

七
月
か
ら
始
ま
っ
た
染
め
織
り
講

習
会
の
第
二
回
目
が
、
八
月
七
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

前
回
の
講
習
会
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
フ

ラ
ー
の
色
に
合
わ
せ
て
、
真
綿
の
染

色
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
の
草
木
染
は
、
赤
ジ
ソ
と
青

苧
（
あ
お
そ
）
を
使
い
ま
す
。
赤
ジ
ソ
は

藍
色
と
赤
紫
に
、
青
苧
は
黄
色
と
ク

リ
ー
ム
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
使
う
薬
品
で
染
ま
る
色
が
変
わ
り
、

草
木
は
二
種
類
で
す
が
、
染
め
上
が

っ
た
色
は
四
種
類
に
な
り
ま
し
た
。
暑

い
中
、
煮
だ
っ
た
お
鍋
と
向
き
合
っ
て

の
作
業
で
、
皆
さ
ん
汗
だ
く
で
し
た
が
、

綺
麗
に
染
め
上
が
り
ま
し
た
。 

次
回
か
ら
は
い
よ
い
よ
卓
上
機
織

り
機
を
使
っ
て
、
マ
フ
ラ
ー
を
織
り
始

め
ま
す
。 

       

    

       

 
                   

★
青
苧
（
カ
ラ
ム
シ
）
と
は
・
・
・ 

イ
ラ
ク
サ
目
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年

生
植
物
。
古
代
上
布
と
呼
ば
れ
、
日

本
の
貴
重
な
文
化
遺
産
。
衣
料
品
の

材
料
な
ど
に
使
わ
れ
、
青
苧
の
茎
部

分
が
原
料
と
な
り
ま
す
。
茎
の
皮
を

剥
き
、
繊
維
を
紡
い
で
糸
に
し
て
、
そ

れ
を
織
っ
て
製
品
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
全
て
手
作
業
で
行
わ
れ
ま
す
。 

南
陽
市
一
帯
が
北
条
郷
と
い
わ

れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
は
じ
め
ご
ろ
、

青
苧
は
米
沢
藩
の
特
産
品
で
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
で
化

学
繊
維
の
需
要
の
高
ま
り
、
栽
培
か

ら
製
糸
に
至
る
ま
で
、
全
て
人
力
で

な
け
れ
ば
出
来
な
い
作
業
の
た
め
、

今
で
は
南
陽
市
、
福
島
県
昭
和
村
、

沖
縄
県
宮
古
島
で
し
か
見
ら
れ
な
い

そ
う
で
す
。 

南
陽
市
内
で
も
、
青
苧
を
活
用
し

よ
う
と
活
動
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
夕
鶴
の
里
で
は
、
青
苧

の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
青
苧
は
強
靭
で
切
れ
に
く
く
、

大
切
な
人
と
の
縁
を
繋
ぎ
、
絆
を
固

め
る
幸
せ
の
糸
で
す
。 

               

   

七
月
二
十
七
日
（
水
）
と
七
月
二

十
九
日
（
金
）
の
二
回
に
渡
り
、
「
平

成
二
十
八
年
度
沖
郷
小
学
校
放
課

後
子
供
教
室
」
で
、
民
話
会
ゆ
う
づ

る
の
民
話
口
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

「
放
課
後
子
供
教
室
」
は
南
陽
市

社
会
教
育
課
に
よ
る
、
子
供
た
ち
が

過
ご
す
放
課
後
に
、
「
安
全
安
心
な

活
動
場
所
」
と
「
様
々
な
活
動
体
験
」
、

「
地
域
の
方
と
の
交
流
」
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
新
し
い
学
び
と

経
験
、
交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い
く

社
会
教
育
事
業
で
す
。 

今
回
の
講
座
は
、
十
一
～
十
二
時

ま
で
の
一
時
間
、
一
年
生
～
六
年
生

ま
の
子
供
た
ち
に
民
話
を
聴
い
て
も

ら
っ
た
り
、
お
話
を
し
な
が
ら
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
夕
鶴
の
里
職
員
も
、
放
課

後
子
供
教
室
で
、
出
張
版
『
昔
の
あ

そ
び
』
を
行
い
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
か
ら
遊
ば
れ
て
い
た
玩

具
「
板
返
し
」
を
作
り
ま
し
た
。
複
雑

な
構
造
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

達
の
理
解
も
早
く
、
上
手
に
作
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。 

            

大量の葉を使います。  

大鍋で葉を煮詰め、  

真綿を染めていきます。  

 

完成！  



     
七
月
二
十
三
日
（
土
）
「
昔
の
あ
そ

び
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ピ
ザ
作
り
」
で
し
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、
ど
の
よ
う

に
作
る
の
か
興
味
津
々
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
生
地
の
材
料
を
入
れ
、
混
ざ
る

ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
振
り
続
け
ま
す
。

発
酵
は
、
人
の
体
温
で
行
い
ま
す
。
お

腹
、
背
中
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ
、

走
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
子
ど
も
達
の

体
温
で
し
っ
か
り
発
酵
さ
せ
ま
し
た
。 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開
け
る
と
、
発

酵
し
た
生
地
が
ニ
ョ
ロ
ッ
と
、
勢
い
よ
く

出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
子
ど
も
達
は

大
喜
び
！
発
酵
の
時
間
が
長
い
と
、

ポ
ン
ッ
！
と
更
に
勢
い
よ
く
飛
び
出
て

き
ま
す
。
あ
と
は
具
材
を
盛
り
付
け
、

焼
い
て
出
来
上
が
り
で
す
。
体
を
動

か
し
た
後
な
の
で
、
一
枚
完
食
す
る

子
も
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
お
家
で

作
っ
て
み
て
ね
～
！ 

               

                                         
 
 
 
 
 
 
 
 

                                         

       
 

             
↓飴入れになる 

鶴！？ 

夕鶴の里では、友の会の会員を随時募集しております！夕鶴の里での

活動を中心にして、民話や民俗文化についての情報を全国に向けて発

信していくことを目的としています。 

◆活動は・・・ 

◇夕鶴の里への事業協力（語り駅伝、子どもまつりの主催等） 

◇友の会会報の発行（年２回） などなど・・・  

入会には、年会費２０００円を添えて、夕鶴の里へお申込み下さい。  

◇特典：夕鶴の里入館料無料等 （夕鶴の里 ０２３８－４７－５８００）  

↑今年度の研修会の様子  

←大盛況！  

語り駅伝  

第１７回夕鶴の里「民話まつり」～多勢久美子さんの語り＆トーク～  
 

●日   時：１０月２日（日）１３：３０～  

●場   所：夕鶴の里  語り部ホール  

●内   容：◎民話会ゆうづるの語り  

◎ゲスト・多勢久美子さんの  

語り＆トーク 

●入場料：３００円  

●定   員：１７０名  

（事前申込、当日受入なし）  

●申   込：詳しくは右記  

※入場は完全申込制になります。当日席はございません。  

◆９月１０日（土）午前１０時より申込受付開始  

◆夕鶴の里へ電話または直接来館申込（定員になり次第受付  

終了） 

◆一回の申込で２名様まで（氏名、住所、電話番号により申込）  

◆受付時間は休館日の月曜日を除く午前１０時～午後４時３０

分まで 

◆申込・お問合せ：夕鶴の里  ℡０２３８－４７－５８００ 

次
回 

 

☆
九
月
二
十
四
日
（
土
） 

折
り
紙
で
珍
し
い 

鶴
を
折
ろ
う
！ 

 

☆
十
一
月
二
十
六
日
（
土
） 

 
 
 

ま
ゆ
玉
で
遊
ぼ
う
！ 

  

☆
一
月
二
十
八
日
（
土
） 

 
 
 
 

の
り
巻
き
を
作
っ
て 

食
べ
よ
う 

 

↓今年も蚕を育て

ました！ 

黄色いまゆ 


